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寮
生
は
１
年
次
生
が
約
８

割
。
朝
夕
２
食
付
き
（
平
日

の
み
）
の
た
め
食
堂
で
顔
見

知
り
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

「
年
齢
や
学
部
を
超
え
た
寮

で
の
社
会
生
活
は
、
学
生
時

　
キ
ャ
ン
パ
ス
の
東
側
に
、

学
生
た
ち
を
見
守
る
よ
う
に

建
つ
亜
麻
色
の
建
物
が
４
月

に
お
目
見
え
し
た
学
生
寮

「
石
巻
専
修
大
学
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
」。
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
の
横
に
は
ガ
ラ
ス
張

り
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
カ
フ
ェ

（
レ
ス
ト
ラ
ン
）
が
張
り
出

し
、
お
し
ゃ
れ
な
雰
囲
気
が

漂
う
。

　
耐
震
性
を
備
え
た
耐
火
重

量
鉄
骨
構
造
４
階
建
て
で
、

延
べ
床
面
積
は
４
１
５
４
平

方
㍍
。
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
で
、

寮
生
は
カ
ー
ド
キ
ー
と
暗
証

番
号
で
出
入
り
す
る
。
１
５

０
室
あ
る
居
室
は
机
、
ベ
ッ

ド
、
バ
ス
・
ト
イ
レ
、
ミ
ニ

キ
ッ
チ
ン
を
備
え
た
都
市
型

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
タ

イ
プ
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が

確
保
さ
れ
て
い
る
。

　
「
忘
れ
物
を
し
て
も
す
ぐ

取
り
に
行
く
こ
と
が
で
き
、

10
分
で
教
室
に
戻
れ
ま
す
」

（
佐
々
木
愛
さ
ん

理
工
３

・
宮
城
県
明
成
高
）

　
「
昨
年
ま
で
自
宅
通
学
サ

ポ
ー
ト
バ
ス
を
利
用
し
て
い

ま
し
た
が
、
寮
は
バ
ス
の
時

間
を
気
に
す
る
こ
と
が
な
い

の
で
時
間
に
余
裕
が
で
き
ま

し
た
」（
阿
部
彩
香
さ
ん

理

工
２
・
岩
手
県
一
関
第
二
高
）

　
そ
れ
ぞ
れ
仙
台
市
、
一
関

市
か
ら
通
っ
て
い
た
２
人
に

は
通
学
時
間
を
気
に
せ
ず
に

大
学
生
活
を
楽
し
む
ゆ
と
り

が
生
ま
れ
た
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
４
年
次
に

　
人
間
学
部
の
基
礎
総
合
演

習
Ⅰ
（
１
年
次
生
対
象
）

は
、
大
学
で
学
ぶ
上
で
必
要

と
な
る
基
礎
的
な
ス
キ
ル
の

習
得
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

る
。

　
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
研
究
テ

ー
マ
を
設
定
し
、
地
域
の
見

学
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
ま
と
め
て
発
表
す
る
こ
と

が
前
期
の
主
要
な
活
動
だ
。

　
一
連
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
の

中
で
文
献
の
探
し
方
、
聞
き

取
り
の
仕
方
、
レ
ポ
ー
ト
の

書
き
方
、
発
表
の
仕
方
な
ど

を
学
び
、
人
間
学
部
で
の
学

び
に
興
味
・
関
心
を
深
め
る

と
と
も
に
、
問
題
解
決
力
、

さ
ら
に
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
な

ど
を
育
む
。

魚
市
場
を
訪
問

　
５
月
29
日
に
は
、
地
域
に

出
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ

た
。
永
山
貴
洋
助
教
（
ス
ポ

ー
ツ
心
理
学
）、
大
縄
道
子

准
教
授
（
ア
メ
リ
カ
文
学
・

英
語
教
育
学
）
が
指
導
す
る

グ
ル
ー
プ
は
、
石
巻
市
魚
市

場
（
石
巻
市
魚
町
）
を
訪
問

し
た
。

　
調
査
に
先
立
ち
同
22
日
に

は
、
質
問
事
項
を
決
め
る
な

ど
事
前
準
備
を
行
っ
た
。

　
石
巻
漁
港
は
、
２
０
１
１

年
の
東
日
本
大
震
災
の
前
は

全
国
有
数
の
水
揚
げ
量
を
誇

っ
た
。
三
陸
・
金
華
山
沖
漁

場
を
控
え
魚
種
が
豊
富
。
沿

岸
漁
業
、
沖
合
遠
洋
漁
業
の

拠
点
と
し
て
も
名
高
く
、
リ

ア
ス
式
海
岸
と
い
う
地
形
か

ら
養
殖
漁
場
と
し
て
も
優

れ
、
四
季
を
通
じ
て
多
く
の

新
鮮
な
魚
介
類
が
水
揚
げ
さ

れ
た
。
震
災
に
よ
っ
て
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
が
、
少
し

ず
つ
復
興
を
遂
げ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
背
景
を
も
と

に
、
調
査
の
テ
ー
マ
を
「
魚

市
場
を
通
し
て
東
日
本
大
震

災
に
つ
い
て
考
え
る
」
と
定

め
▽
漁
師
に
つ
い
て
（
年
齢

層
、
地
元
住
民
が
多
い
か
、

な
ど
）
▽
震
災
後
漁
獲
で
き

る
魚
種
の
増
減
、
特
定
の
魚

が
漁
獲
ゼ
ロ
に
な
っ
た
理
由

は
｜
｜
な
ど
、
主
な
質
問
を

決
め
た
。

　
永
山
助
教
、
大
縄
准
教
授

は
「『
な
ぜ
？
』
と
い
う
疑

問
を
大
切
に
し
て
」「
質
問
内

容
は
具
体
的
に
」「
自
分
の
興

味
、
関
心
だ
け
で
は
な
く
そ

れ
に
よ
っ
て
何
が
わ
か
る
か

ま
で
考
え
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
た
。

　
29
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、

鹿
野
茜
さ
ん
（
宮
城
県
聖
ウ

ル
ス
ラ
学
院
英
智
高
）
は

「
震
災
後
の
現
状
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
。
魚
市
場
の
方

の
『
魚
に
も
愛
情
が
あ
る
』

と
い
う
話
は
興
味
深
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
は
大
切
に
食

べ
よ
う
と
思
う
」、
牡
鹿
実

さ
ん
（
宮
城
県
聖
和
学
園

高
）
は
「
魚
に
つ
い
て
詳
し

く
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
石

巻
漁
港
で
は
タ
ラ
の
漁
獲
量

が
豊
富
で
、
冬
期
以
外
も
取

れ
る
と
い
う
こ
と
に
驚
い

た
」
と
話
し
た
。

な
る
と
授
業
が
少
な
く
な
る

た
め
１
年
で
退
寮
す
る
が
、

阿
部
さ
ん
は
卒
業
ま
で
暮
ら

す
予
定
だ
。

　
児
玉
和
也
さ
ん
（
理
工
１

・
山
形
県
山
形
工
業
高
）
の

お
気
に
入
り
は
、
窓
か
ら
桜

並
木
が
見
え
る
こ
と
。「
自

分
の
部
屋
で
花
見
が
で
き
て

感
激
し
ま
し
た
。
部
屋
の
ド

ア
が
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
な
の
も

安
心
」
と
満
足
顔
だ
。
　

代
の
得
難
い
思
い
出
に
な

る
」（
坂
田
学
長
）
と
い
う

言
葉
ど
お
り
、
女
子
は
ス
ポ

ー
ツ
大
会
を
開
催
。
共
同
生

活
を
楽
し
む
機
運
が
高
ま
っ

て
い
る
。

　
寮
生
活
の
満
足
度
を
左
右

す
る
食
事
は
、
厨
房
で
手
作

り
さ
れ
て
い
る
。
管
理
栄
養

士
が
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
工
夫
し
て
お
り
、

「
毎
日
お
い
し
い
食
事
が
楽

し
み
」（
児
玉
さ
ん
）
と
寮

生
に
大
好
評
。
苦
手
な
野
菜

が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
学
生
も
い
る
。

　
朝
食
は
そ
の
日
の
好
み
で

洋
食
、
和
食
か
ら
選
べ
る
。

陸
上
の
朝
練
習
を
済
ま
せ
て

朝
食
を
食
べ
に
来
た
遊
佐
源も

と

生き

さ
ん
（
理
工
２
・
宮
城
県

東
北
学
院
榴
ヶ
岡
高
）
は

「
仙
台
か
ら
通
っ
て
い
た
の

で
じ
っ
く
り
と
練
習
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
練
習
す
る

と
お
な
か
も
す
き
ま
す
」。

　
ご
飯
と
み
そ
汁
は
お
か
わ

り
自
由
。「
い
つ
も
お
か
わ

り
し
て
い
ま
す
」（
白
嶋
賢
仁

さ
ん

理
工
１
・
福
島
県
い

わ
き
光
洋
高
）、「
ボ
リ
ュ
ー

ム
満
点
で
豪
華
で
す
」（
御み

簾す

納の

優
花
さ
ん

理
工
１
・

東
京
都
明
治
学
院
東
村
山

高
）。夕
食
（
19
時
〜
22
時
）

は
寮
生
以
外
の
学
生
も
食
べ

ら
れ
る
（
１
食
５
４
０
円
、

提
供
数
限
定
）。

　
カ
フ
ェ
タ
イ
ム
（
11
時
〜

16
時
）
に
販
売
さ
れ
る
焼
き

た
て
の
パ
ン
は
、
キ
ャ
ン
パ

ス
の
名
物
に
。
ミ
ニ
ク
ロ
ワ

ッ
サ
ン
（
４
個
入
り
１
０
０

円
）、メ
ロ
ン
パ
ン
な
ど
１
０

０
円
か
ら
２
０
０
円
で
種
類

も
豊
富
。
売
り
切
れ
に
な
る

日
も
あ
り
、
居
心
地
の
良
い

空
間
で
コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
う

学
生
が
増
え
て
い
る
。

　
▽
寮
費

月
額
６
万
５
０

０
０
円(

食
費
・
管
理
費
込

み)

。
初
年
度
だ
け
入
寮
費

３
万
５
０
０
０
円
が
必
要
。

水
道
光
熱
費
な
ど
の
実
費
が

か
か
る
。

　
東
日
本
大
震
災
で
津
波
の
犠
牲
に
な

っ
た
米
国
人
女
性
テ
イ
ラ
ー
・
ア
ン
ダ

ー
ソ
ン
さ
ん
（
当
時
24
歳
）

写
真

の
日
本
へ
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
文
庫
が

石
巻
専
大
図
書
館
に
設
置
さ
れ
、
多
く

の
人
が
足
を
止
め
て
い
る
。
さ
ら
に
本

学
と
テ
イ
ラ
ー
さ
ん
の
母
校
、
ラ
ン
ド

ル
フ
・
メ
ー
コ
ン
大
学
（
バ
ー
ジ
ニ
ア

州
）
と
の
間
で
交
換
研
修
を
柱
と
す
る

交
流
事
業
が
組
ま
れ
、
今
夏
、
両
大
学

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
生
が
派
遣
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。「
米
国
と
日
本
の
懸
け

橋
に
な
り
た
い
」
と
願
っ
て
い
た
彼
女

の
夢
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
実
現
し
て

い
る
。

風
化
を
防
ぐ 

〝
祈
念
碑
〞
に

　
２
０
０
８
年
に
来
日
、
英

語
指
導
助
手
と
し
て
石
巻
市

の
小
・
中
な
ど
７
校
で
英
語

を
教
え
て
い
た
テ
イ
ラ
ー
さ

ん
は
11
年
３
月
11
日
、
同
市

立
万
石
浦
小
で
被
災
、
子
ど

も
た
ち
を
校
庭
か
ら
安
全
な

場
所
に
避
難
さ
せ
た
後
、
自

転
車
で
自
宅
に
向
か
っ
て
い

る
の
が
彼
女
の
最
期
の
姿
と

な
っ
た
。

　
「
天
真
ら
ん
ま
ん
、
明
る

く
て
前
向
き
な
人
。
石
巻
で

の
生
活
す
べ
て
を
楽
し
ん
で

い
た
」
と
話
す
の
は
、
テ
イ

ラ
ー
さ
ん
と
親
交
が
あ
っ
た

本
学
図
書
館
職
員
の
千
葉
直

美
さ
ん
。

　
千
葉
さ
ん
は
、
テ
イ
ラ
ー

さ
ん
の
ご
両
親
ら
が
基
金
を

つ
く
り
、
石
巻
市
内
の
ゆ
か

り
の
学
校
に
「
テ
イ
ラ
ー
文

庫
」
と
し
て
故
人
が
好
き
だ

っ
た
本
な
ど
を
寄
贈
し
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
。

　「
テ
イ
ラ
ー
さ
ん
の
こ
と

を
石
巻
専
大
の
学
生
に
も
知

っ
て
も
ら
い
た
い
。
震
災
を

風
化
さ
せ
な
い
た
め
の
〝
祈

念
碑
〞
に
し
た
い
」
と
の
願

い
が
、
父
親
の
ア
ン
デ
ィ
さ

ん
に
伝
わ
り
、
本
学
に
も

「
テ
イ
ラ
ー
文
庫
」
を
設
置
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
14
年

暮
れ
に
文
庫
が
実
現
し
た
。

　
図
書
館
の
一
角
に
、
国
際

交
流
、
英
語
教
育
、
異
文
化

理
解
に
つ
な
が
る
絵
本
や
書

籍
な
ど
60
冊
が
並
び
、
一
般

公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
文
庫
の
特
製
書
棚
は
、
津

波
で
愛
児
３
人
を
失
っ
た
市

内
在
住
（
当
時
）
の
木
工
作

家
・
遠
藤
伸
一
さ
ん
が
製
作

し
た
。

　
本
学
に
は
テ
イ
ラ
ー
さ
ん

の
教
え
子
が
い
る
。
沼
津
明

日
香
さ
ん
（
人
間
２
・
宮
城

県
石
巻
商
高
）
で
、
中
学
生

の
時
に
テ
イ
ラ
ー
さ
ん
か
ら

英
語
を
学
び
、
高
校
時
代
に

奨
学
金
を
得
て
米
国
に
３
週

　
大
学
の
魅
力
を
伝
え
る

「

オ

ー

プ

ン

キ

ャ

ン

パ

ス
」。
今
年
度
は
５
回
が
予

定
さ
れ
、
毎
回
テ
ー
マ
に
沿

っ
た
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
る
（
別
表
参
照
）。

　
本
学
で
は
学
生
ス
タ
ッ
フ

が
運
営
に
参
加
し
、
学
生
な

ら
で
は
の
企
画
も
行
っ
て
い

る
。
42
人
の
メ
ン
バ
ー
を
ま

と
め
る
統
括
の
小
國
準
也
さ

ん
（
理
工
２
・
岩
手
県
釜
石

高
）
は
、「
私
自
身
、
高
校

３
年
時
に
参
加
し
た
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
入
学
の
決

め
手
に
な
り
ま
し
た
。
来
場

者
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
の
が
一
番
で
す
が
、

自
分
た
ち
ス
タ
ッ
フ
も
楽
し

め
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
目

指
し
て
い
ま
す
」
と
意
気
込

み
を
語
る
。

　
学
生
目
線
で
石
巻
市
内
を

巡
る
「
石
巻
市
内
バ
ス
ツ
ア

ー
」
な
ど
の
従
来
の
イ
ベ
ン

ト
に
加
え
、
メ
ン
バ
ー
全
員

で
意
見
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
新
た
な
企
画
を
考
案

中
。
小
國
さ
ん
は
「
実
際
に

キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、
石
巻

専
大
生
か
ら
話
を
聞
く
こ
と

で
、
よ
り
深
く
大
学
の
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
、
石
巻
に
来
て
ほ

し
い
で
す
」
と
話
し
た
。

　
趣
味
や
目
標
を
仲
間
と
分
か
ち
合
い
、

学
生
生
活
を
豊
か
に
す
る
サ
ー
ク
ル
活

動
。
本
学
で
は
体
育
会
系
、
文
化
会
系
、

学
生
会
な
ど
合
わ
せ
て
43
団
体
が
活
動
し

て
い
る
。

　
４
月
に
発
足
し
た
女
子
競
走
部
は
、
朝

夕
合
わ
せ
て
１
日
約
30
㌔
の
走
り
込
み
を

行
っ
て
い
る
。
７
人
の
部
員
は
「
練
習
は

き
つ
い
け
ど
や
り
が
い
が
あ
る
」「
良
い

仲
間
に
恵
ま
れ
て
頑
張
れ
る
」「
１
期
生

と
し
て
結
果
を
残
し
た
い
」
と
新
た
な
環

境
で
意
気
込
み
を
み
せ
る
。

　
東
北
学
生
陸
上
選
手
権
（
５
月
15
〜
17

日
、
宮
城
県
利
府
町
）
に
は
８
０
０
㍍
、

１
５
０
０
㍍
、
５
０
０
０
㍍
、
１
万
㍍
に

７
人
全
員
が
出
場
。
原
田
詠
麻
主
将
（
経

営
１
・
静
岡
県
静
岡
北
高
）
が
１
万
㍍
で

４
位
と
な
っ
た
ほ
か
、
５
０
０
０
㍍
で
川

崎
美
祈
さ
ん
（
人
間
１
・
山
形
県
山
形
城

北
高
）
が
６
位
、
牧
野
あ
や
さ
ん
（
経
営

１
・
岩
手
県
北
上
翔
南
高
）
が
７
位
と
健

闘
を
み
せ
た
。

　
部
員
た
ち
は
合
宿
所
で
共
同
生
活
を
送

り
な
が
ら
、
女
子
駅
伝
で
の
活
躍
を
夢
み

る
。
栄
養
面
を
考
慮
し
た
食
事
、
泉
田
利

治
監
督
の
細
や
か
な
練
習
メ
ニ
ュ
ー
で

日
々
地
力
が
つ
い
て
い
る
の
が
わ
か
る
と

口
を
そ
ろ
え
る
。

　「
潜
在
能
力
の
高
い
選
手
が
集
ま
っ
て

く
れ
た
。
こ
れ
か
ら
１
年
、
２
年
と
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
す
る
な
か
で
能
力
を
発
揮
で
き

る
よ
う
刺
激
を
与
え
て
い
き
た
い
」
と
泉

田
監
督
は
話
す
。

　
今
年
の
目
標
は
10
月
の
全
日
本
大
学
女

子
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
（
杜
の
都
駅

伝
、
仙
台
市
）
に
出
場
す
る
こ
と
。
故
障

し
な
い
体
づ
く
り
に
重
き
を
置
き
、
精
神

面
の
成
長
を
見
守
る
。

　
理
工
学
部
、経
営
学
部
、人

間
学
部
の
３
学
部
計
７
学
科

を
擁
す
る
石
巻
専
修
大
学
に

は
文
系
、
理
系
の
多
様
な
学

生
が
集
う
。
４
月
に
は
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
最
新
の
設
備
を

備
え
た
個
室
型
の
学
生
寮

「
石
巻
専
修
大
学
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
」
が
オ
ー
プ

ン
し
、
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
の
全
線

運
行
再
開
と
併
せ
、
ゼ
ミ
活

動
や
研
究
、
サ
ー
ク
ル
活
動

に
打
ち
込
め
る
環
境
が
整
っ

た
。

キャンパスで快適生活

石
巻
専
修
大
学
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

ゆ
と
り
生
ま
れ
る
学
内
寮

名
物
！
焼
き
た
て
パ
ン

▲　朝食を楽しむ寮生たち

▲　ラウンジで話が弾む。フロアごとにインテリアが異なるのも特徴の一つ

▲　寮生活について話してくれた佐々木さん（左）

と阿部さん＝阿部さんの部屋で

人
間
学
部
の
課
題
解
決
型
実
習

地
域
に
出
て
調
査
や
聞
き
取
り

学
び
へ
の
興
味
・
関
心
深
め
る

▲
　
魚
市
場
の
方
の
話
を
熱
心

に
メ
モ
す
る
学
生
た
ち

テイラーさん記念文庫 津
波
で
犠
牲
　
英
語
を
教
え
た
米
国
女
性

「
日
米
の
懸
け
橋
に
」
夢
を
つ
な
ぐ

▲
　
左
か
ら
千
葉
さ
ん
、

佐
藤
ひ
か
る
さ
ん
、

沼
津
さ
ん
、
佐
藤
勝

偉
さ
ん
。
右
が
テ
イ

ラ
ー
文
庫

図
書
館

新生サークル

女 部走競子

□オープンキャンパス□

５回
開催多彩なイベント

間
留
学
し
た
。

　
「
世
界
に
目
を
向
け
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
テ
イ
ラ
ー

さ
ん
の
お
か
げ
」「
文
庫
か

ら
は
、
日
本
語
を
熱
心
に
勉

強
し
、
子
ど
も
好
き
だ
っ
た

彼
女
の
人
柄
が
伝
わ
っ
て
く

る
」
と
懐
か
し
む
。

　
ラ
ン
ド
ル
フ
・
メ
ー
コ
ン

大
学
へ
の
学
生
派
遣
は
９
月

に
５
人
。
２
週
間
に
わ
た
っ

て
防
災
と
復
興
を
テ
ー
マ
に

発
表
な
ど
を
行
う
ほ
か
語
学

研
修
も
受
け
る
。
一
方
、
同

大
学
か
ら
は
７
月
に
４
人
が

来
日
、
本
学
な
ど
で
研
修
を

す
る
。

　
本
学
側
１
期
生
と
な
っ
た

佐
藤
勝か

つ

偉た
け

さ
ん
（
人
間
２
・

宮
城
県
仙
台
東
高
）
は
「
震

災
を
米
国
の
学
生
に
き
ち
ん

と
伝
え
る
義
務
を
感
じ
て
い

る
」
と
話
す
。
同
じ
く
１
期

生
の
佐
藤
ひ
か
る
さ
ん
（
同

・
同
石
巻
好
文
館
高
）
は

「
海
外
は
初
め
て
。
現
地
の

風
を
感
じ
て
、
石
巻
の
今
の

様
子
を
話
し
た
い
。
英
語
研

修
も
楽
し
み
」
と
目
を
輝
か

せ
る
。
二
人
と
も
中
学
の
卒

業
式
の
日
に
震
災
に
遭
っ
た

と
い
う
。

意
気
込
む

精
鋭
７
人

意
気
込
む

精
鋭
部
員

母
校
と
の
交
流
事
業
が
実
現

▲　トレーニングする選手たち。走り込む距離も伸びてきた


